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ゴム、プラスチックなどの高分子材料は電気絶縁性
が要求される電線の被覆材、電子機器の絶縁部品など
多くの工業製品に用いられています。絶縁破壊試験は
材料及び製品がどの程度の電圧に耐えられるかを評価す
る試験で、主に以下の試験方法があります。
▐ 短時間（急速昇圧）試験

0 Vから絶縁破壊が生じる電圧まで一定速度で昇圧し、
絶縁破壊が生じる電圧（絶縁破壊電圧）を測定
▐ 段階昇圧試験
短時間試験から予想される絶縁破壊電圧の40 %値を印加し、規定時間耐えた場合は規定

の昇圧ステップで昇圧する操作を繰り返し行い、絶縁破壊が生じない最大電圧を測定
▐ 保証試験（耐電圧試験）
速やかに指定電圧まで昇圧し、指定時間で絶縁破壊が生じるか否かを評価

装置仕様
 最大印加電圧 AC/DC(+) 100 kV

印可可能な電圧は試料形状や条件によって異なります

 周波数 60 Hz（50∼200 Hz *応相談）

 周囲媒質 電気絶縁油、空気
 温度範囲 室温、(室温+20 ℃)∼200℃
 適合規格 JIS C 2110-1、-2、ASTM D 149 etc.

実環境想定の雰囲気下で交流･直流電圧印加が可能

測定事例｜絶縁破壊電圧の温度依存性

測定条件
 試料 100 µm, PETフィルム
 印可電圧種 AC, 60 Hz
 周囲媒質 空気
 電極 同径電極 (Φ25 mm円柱)
 昇圧方式 短時間試験
 昇圧速度 1 kV/s
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高分子材料の絶縁破壊試験
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